　秋田県仙北郡美郷町（旧千畑 (せんばた)町）の千畑開拓は、花火で有名な大曲の東に位置する。
当地区は標高が１００～１２０ｍの緩傾斜地なので、冬の寒さと豪雪は厳しいものがあった。
土壌は腐植質に富む、比較的条件が良い土地だったが、地域によっては酸性の痩せた土地も見受けられた。
この開拓地は、40年から12戸が入植していたが、戦後46年からは第二次として１１１戸が入植した。
当初は、雑穀、ジャガイモ、大豆などを栽培したが、なかなか生活できる状況までいかず、出稼ぎ等に出る農家も少なくなかった。
やがて、酪農や肥育牛などの畜産農家も増えてきて、一丈木地区などは酪農が一時期主流になっていた。56年に暁、一丈木など４つの組合が合併して千畑村開拓農協が設立された。
この開拓地の最大の問題点は水の確保であった。井戸を掘っても一滴の水も出ない。雨水を溜めたり、川に水を汲みに行く日々が続いた。
52年、待ちに待った田沢疎水が通水し、皆の喜びは計り知れないものがあった。これにより、念願であった水稲が作付けできるようになり、ハイペースで田園地帯が広がっていった。
ところが、70年代になると、増産体制から一変、減反政策へと猛烈な逆風が吹いてきた。ここで挫けないのが開拓農家であり、地道な努力を積み重ねながら今も歩み続けている。
83年に、役目を終えた千畑村開拓農協が解散し、記念に「拓魂」碑が一丈木公園に建てられた。
